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特集：■安全なフィールドワークのために

　　　■高校生のためのオープンキャンパス2010開催
～野外活動における安全衛生管理・事故防止指針 第 2版発行 ! ～
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江崎玲於奈賞受賞

　大学院工学系研究科・工学部 藤田誠教授が、第７回
江崎玲於奈賞の受賞者に決定しました。
　江崎玲於奈賞は、日本国内の研究機関においてナノサ
イエンスあるいはナノテクノロジーに関する研究に携わ
り､ 世界的に評価を受ける顕著な研究業績を挙げた研究
者に対して授与されるものです。

藤田誠　大学院工学系研究科・工学部　教授

〈研究主題〉
　自己組織化によるナノ構造物質
創成の先駆的研究
〈研究内容〉
　ナノメートル級の有機分子と
Pd などの金属イオンを液中で混
ぜると、両者は配位結合するが、
金属イオンに結合する有機分子と
の角度や数が規定されるため、特
定構造を持つナノ物質が自然に形
成される。藤田教授は、このことを独創的な研究で実証
し、分子やイオンの選択により、円筒形やかご形など多
様なナノ構造が自己形成されることを示した。また、ナ
ノ構造中の孤立空間に種々の物質を包み込み、特異な物
性や新たな化学反応が実現できることを示し、ナノ科学
とナノ技術分野に関する新研究領域を拓いた。
〈受賞のコメント〉
　栄誉ある賞をいただくことができ、光栄に存じます。
ナノテクノロジーへの化学からの貢献が認められ、たい
へん嬉しく存じます。

一一般ニュース

一般

本部学生支援課

軟式野球部、東京六大学春季リーグ
戦二連覇達成

　６月４日（金）、好天に恵まれた戸田市営球場に多くの
OB、OG が応援に駆けつけた中、本学運動会軟式野球
部は東京六大学春季リーグの最終戦、対法政大学戦に勝
利し、春季リーグ二連覇を達成した。
　最終戦は６回まで三年生右腕の早瀬投手の力投で０－
０とし、緊迫した状況が続いたが、その裏に均衡が破れ、
相手のミスと二番西田のタイムリーヒットで２点を先制
することに成功した。７回からは早瀬投手に代わり、二
年生右腕の佐伯投手が粘りのピッチングを見せ、８回裏、
東大は四番坂井選手のタイムリーヒット等で２点を追加
し、続く９回も佐伯投手が冷静に抑え、４－０でゲーム
セットとなり、この瞬間、２年連続の本学の春季リーグ
優勝が決定した。
　今季リーグでは、本学軟式野球部は、個々の打撃力で
は他大学に劣っていたものの、バントやヒットエンドラ
ンなど小技を絡めた攻撃を軸とし、安定した内野守備に
加え、投手陣の好投も光ったが、何より、チームの結束
力や一勝にこだわる強いこだわりが一番の勝因として挙
げられる。
　本学から選出された表彰選手は以下の通りである。
　・最優秀選手　緒方祐磨（工学部四年）
　・最多勝利投手　佐伯遼（教養学部二年）
　・最優秀防御率　佐伯遼（教養学部二年）
　・打点３位　西田朝輝（法学部四年）
　・盗塁王　緒方祐磨（工学部四年）
　・敢闘選手　谷口和矢（工学部四年）
　・ベストナイン（投手）　佐伯遼（教養学部二年）

　軟式野球部は８月８日（日）から岐阜県中津川市で開か
れる第 33 回全日本大学軟式野球選手権大会に、東京六
大学軟式野球連盟代表として出場する。初出場となった
昨年の選手権大会では、初戦でサヨナラ負けという悔し
い結果だったが、今年のチームは全国制覇を目標とし
て、日々練習に励んでおり、昨年の雪辱を晴らすために
もチーム一丸となって上位進出を狙っている。
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春季リーグ戦の様子

監督で最優秀選手、盗塁王の緒方

ベンチ前でのナインに対する出迎え

一般

本部国際企画課

「第７回プレジデンツ・カウンシル
本会議」の開催

　６月８日（火）ニューヨークにおいて第７回プレジデン
ツ・カウンシル本会議が開催された。プレジデンツ・カ
ウンシルは、東京大学の国際的プレゼンスの向上をめざ
し、そのための包括的戦略の策定と行動指針に関わる助
言、ガイダンス、および支援を仰ぐため、2006 年 11 月

に総長の国際アドバイザリーボードとして設置されたも
のである。これまで、ロンドン、ニューデリーで開催実
績があり、海外での開催は３回目である。
　本会議には、タイ王国チュラポーン王女殿下、黒川清
氏（政策研究大学院大学教授）、ポール・ラウディシナ
氏（ＡＴカーニー会長）、カリ・レイビオ氏（ヘルシン
キ大学名誉学長）、横山禎徳氏（社会システムデザイン
研究所代表）、吉野洋太郎氏（ハーバード大学ビジネス
スクール名誉教授）らが出席。ヴァルタン・グレゴリア
ン氏（カーネギー財団理事長）とリタ・コルウェル氏（メ
リーランド大学、ジョンズ・ホプキンズ大学特別栄誉教
授）からのスピーチ、また今回お招きしたスワスモア大
学チョップ学長の教養教育に関するスピーチなどを中心
に、活発な議論が交わされた。本学からは、濱田純一総
長を始め、田中明彦理事（副学長）、江川雅子理事、山
影進総合文化研究科長・教養学部長が会議に参加し、石
黒光監事がモデレータを務めた。
　本会議前日の６月７日（月）には、本学卒業生、学術関
係者、企業関係者をお招きし、レセプションが催され、
150 名以上の参加者があった。
　なお、次回第８回プレジデンツ・カウンシルは、本
会議が柏キャンパスにおいて 11 月 19 日（金）に、レセプ
ションが本郷キャンパスにて 11 月 18 日（木）に開催され
る予定である。

第７回プレジデンツ・カウンシル本会議の様子

大勢の参加者で賑わったニューヨークでのレセプション
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一般

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）

第 12 回日本水大賞国際貢献賞を受
賞

　このたび、WCRP（世界気候研究計画）/GEWEX
（全球エネルギー・水循環実験）/CEOP（Coordinated 
Energy and Water Cycle Observation Project： 通 称
セオップ。「地球エネルギー・水循環統合観測プロジェ
クト」）の ICB（国際調整部会）が、第 12 回日本水大
賞国際貢献賞を受賞した。CEOP は、小池俊雄教授
（EDITORIA、工学系研究科）が、2001 年より Lead 
Scientist（のちに共同議長）を務めている国際プロジェ
クトであり、世界で初めて、統合的な地球水循環観測体
制の確立とデータセットの作成を推進している研究プロ
ジェクトである。
　この国際プロジェクトを円滑に推進するために結成さ
れたのが、CEOP/ICB（CEOP 国際調整部会）であり、
本学の小池教授を代表として、東京大学（UT）、宇宙航
空研究開発機構（JAMSTEC）、気象庁（JMA）の三機
関からの相互協力によって成り立っており、2001 年の
発足以来、過去 10 年間にわたり、通算 70 回以上の会合
を重ねてきた。
　今回の受賞は、世界的に統合化された水循環に関
する観測体制を継続・発展する基盤としての役割を、
CEOP/ICB が担ってきたこと、CEOP/ICB が世界の水
循環に関する国際共同プロジェクト推進の牽引役を果た
してきたこと、などが高く評価されたことによる。
　日本水大賞受賞記念式典および受賞活動発表会は、７
月１日（木）、東京都渋谷区にある国立オリンピック記念
青少年総合センターにて行われ、式典には、日本水大賞
委員会の名誉総裁であられる、秋篠宮文仁親王殿下、な
らびに、同妃殿下の紀子さまもご列席になられた。まず、
日本水大賞委員会委員長である宇宙飛行士の毛利衛日本
科学未来館長から全体の講評があり、その後、秋篠宮殿
下より、受賞者へのお祝いのお言葉があった。表彰式で
は、ICB 代表の小池教授と同代表代理の石田中氏（JAXA
アジア推進室長）が登壇し、毛利委員長から表彰状およ
び副賞が手渡された。
　式典後の活動報告会では、同委員会の虫明功臣副委員
長（本学名誉教授）から、各受賞活動の審査の講評をい
ただき、各賞の活動発表が行われた。全国津々浦々より
集まった受賞団体によるそれぞれの活動や研究は、すべ
て人々の暮らしと水資源、水管理に関わるたいへん貴重
な取り組みであり、お互いの発表に興味深く聴き入り、
終始たいへん和やかな雰囲気の中で、記念式典が終了し
た。

表彰状受賞の場面
（右：毛利委員長、中央：小池教授、左：石田氏）

活動報告を行う小池教授と玉川勝徳特任研究員（工学系研究科）
プレゼンテーションタイトル：

「地球水循環統合観測と利用実証の推進」

CEOP/ICB のメンバーたち

一般

海洋アライアンス

海洋アライアンスと（財）環日本
海環境協力センターとのインターン
シップ協定締結

　７月５日（月）、富山県庁において、本学海洋アライ
アンスと（財）環日本海環境協力センター（Northwest 
Pacific Region Environmental Cooperation Center：
NPEC）は、海洋法や海洋政策を学ぶ大学院生のインター
ンシップ実習を実施する協定を締結した。協定書の調印
式には、本学海洋アライアンスの浦環機構長、木村伸吾
副機構長、高橋鉄哉特任講師、NPEC の三田哲朗専務理
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事、田中紀彦 CEARAC※所長らが出席した。また、調
印式に先立ち、石井隆一富山県知事への表敬訪問が行わ
れた。
　本学海洋アライアンスでは、昨年度より、社会科学・
自然科学・工学を横断する問題解決志向型の「海洋学
際教育プログラム」を実施している。本プログラムの一
環として、海洋アライアンスに所属する文理各研究科の
大学院生を政府機関や国際機関へ派遣して、海洋法・海
洋政策の立案過程を体験させるインターンシップ実習を
行っている。昨年度は、国土交通省総合政策局との間
に協定を締結して 12 名の実地演習を行い、その他、水
産庁などの政策立案機関に９名の学生の実地演習を行っ
た。
　本年度、NPEC への派遣予定の大学院生は５名程度で
あり、NOWPAP※参加各国の政府代表者及び専門家で
構成される CEARACフォーカルポイント会議や、国内
の生物多様性や海洋環境評価に関する専門家によって
構成される生物多様性海洋環境評価検討委員会などの国
際・国内会議に参加して、準備・運営・取りまとめまで
の一連のプロセスを経験する予定である。

※北西太平洋地域海行動計画特殊モニタリング・沿岸環
境評価地域活動センター（NOWPAP/Special Monitoring 
＆ Coastal Environmental Assessment Regional 
Activity Center：CEARAC）
北西太平洋地域海行動計画（North-west Pacifi c 
Action Plan：NOWPAP）

協定書を取り交わす海洋アライアンス・浦機構長（左）とNPEC・
田中所長（右）

調印式の前に行われた石井隆一富山県知事への表敬訪問

一般

本部環境安全課

「安全講演会」、開催される

　東京大学安全の日講演会が、「組織の安全文化の構築
のために何をすべきか」をテーマにして、７月６日（火）
本郷キャンパス鉄門記念講堂において開催され、学内外
から約 250 人が参加した。
　八丈島にて農学生命科学研究科の山下高広氏が潜水作
業中に殉職する事故が発生してから本年７月４日で５年
となる。本学ではこの７月４日を東京大学安全の日と定
めており、事故の記憶を風化させることなく、教育研究
活動における安全衛生の向上、事故災害の発生防止、安
全意識の向上、安全文化の定着に取り組むことを改めて
決意する日としている。
　冒頭、濱田純一総長より「安全文化の構築を目指して
の組織的な取り組みは、大学の幹部から第一線の教職員
や学生まで徹底されるべきものである。さらに東京大学
という立場は、ただ教育研究そのもので他の大学の見本
となるというだけでなく、安全管理の面でも、諸大学の
見本として行動することが期待されているものと考えて
いる」との挨拶があった。
　講演に先立ち、環境安全本部の大久保靖司安全衛生管
理部長より、東京大学の事故統計（過去５年）の傾向と
分析及び重大事故事例について報告された。
　講演の第 1部では、警察大学校の樋口晴彦教授による
「組織の安全文化構築における人間的側面からの課題」
についての講演があり、昔は存在した現場の隅々にまで
目を光らせる口うるさい“やかまし屋”の再生こそ事故
対策の切り札になるということ、｢理解できない相手が
悪い｣ は禁句であることなどが、面白いエピソードを交
えながら話され、興味深い内容であった。また第２部で
は大阪大学の山本仁教授より、大阪大学における安全管
理の取り組みについて紹介がされ、本学医学部附属病院
の軍神正隆救急部副部長より「東大病院における救急体
制と応急処置について」の講演が行われた。
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開会の挨拶をされる濱田総長

熱心に聴講する参加者

一般

本部環境安全課

「総長による安全衛生パトロール」
実施される

　７月８日（木）、濱田純一総長が山田一郎副学長（環境
安全本部長）等と安全衛生パトロールを実施した。北森
武彦工学系研究科長、近山隆工学系副研究科長、萩谷昌
己情報理工学系研究科長、石塚満情報理工学系副研究科
長、中尾政之工学系等環境安全管理室長等による説明を
受け、工学部列品館、２号館、５号館、８号館を巡視した。
　総長によるパトロールの目的は、本学の安全衛生に対
する姿勢を自ら示すことにある。
　当日は、研究室、工房等の担当教員から研究内容等の
説明を受けた後、実験機器の安全な使用、保護具の着用、
薬品の管理状況や電気配線の状況等について現状を視察
した。
　加えて、転倒事故を契機にスリップ防止対策を施した
階段や防災センターなど安全対策に関係する場所も訪れ
て、工学系等の取り組みについて説明を受けた。
　巡視後、濱田総長から「窮屈なスペースの中で安全を
確保しなければならない状況であるが、各研究室ではよ
くやってくれていると感じた。全体的にとても丁寧に取
り組んでおり、仕組みとしては着実に前に進んでいる。
今後とも緊張を緩めることなくしっかりと取り組んでほ

しい」との講評がなされた。
　なお、各部局においても部局長による安全衛生パト
ロールが順次実施されており、安全衛生管理の普及と向
上に取り組んでいる。

研究室を視察する様子

不明実験廃棄物処理活動の説明

安全対策と研究内容について説明を受ける様子

一般

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）

第４回「データ統合・解析システム」
（DIAS）フォーラムを開催

　７月 14 日（水）13 時より 17 時 30 分まで、本郷キャン
パス鉄門記念講堂にて、国家基幹技術「海洋地球観測探
査システム」の一翼を担う、「データ統合・解析システ
ム」（DIAS）が、第４回 DIAS フォーラムを開催した。
本フォーラムは、平成 19 年度より毎年１回夏の初めに
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開催しており、今年度は、「地球観測と予測の統合知が
拓く新たな社会づくり」と題して、これまでの研究成果
を紹介するとともに、今後のDIAS の展開方向などにつ
いて、公開討論を行った。
  折しも、７月８日（木）に総合科学技術会議より発表
された、「平成 23 年度科学・技術重要施策アクション・
プラン」では、その重点８分野のひとつとして、「地球
観測情報を活用した社会インフラのグリーン化」が設
定され、わが国が、「地球観測・予測・統合解析成果創
出・その成果利用」の世界のハブになることを目指して、
DIAS の高度化・拡張を行うことが盛り込まれることと
なった。このため、DIAS に対する内外の評価と期待が
より一層高まっている機運の中、このたびのフォーラム
では過去最高の 253 名の参加者数を記録することとなっ
た。
　本学地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）
喜連川優機構長の司会で始まった開会式では、田中明彦
理事（副学長）からご挨拶をいただき、続いて、文部科
学省研究開発局、藤木完治局長より力強いご支援の約束
と励ましのスピーチをいただいた。その後、総合科学技
術会議の相澤益男議員の講演では、「平成 23 年度科学・
技術重要施策アクション・プラン」について詳しく説明
いただき、「データはイノベーションの宝庫である」と
いう主旨の下に、わが国の科学・技術政策の中でDIAS
が担うべき役割と今後の発展方向を明確に示していただ
いた。

ご挨拶をなさる藤木完治局長

ご講演中の相澤益男議員

  つづく第２セッションでは、DIAS プロジェクト代表
の小池俊雄教授（工学系研究科）による総括報告にはじ
まり、DIAS の各研究コンポーネントから、現在までの
研究成果について最先端の研究開発報告が行われた。第
３セッションでは、DIAS の各課題グループによるポス
ター発表があった。講堂の入り口ロビー付近と、14 階
の展望スペースの二か所が、ポスター会場として設定さ
れており、中でも、小型地球模型「触れる地球」の展示
を企画した溝口勝教授（農学生命科学研究科）を代表と
する農業分野のグループの研究発表「安全な農作物生産
管理技術トレーサビリティシステムの開発」については、
その「触れる地球」に人気が集中し、ポスター会場は多
くの観客による熱気に包まれ、大盛況であった。
  プログラム後半の第４セッションでは、「次代のニー
ズと DIAS への期待というテーマで、地球観測統融合
データとの新たな連携利用分野として、健康・保健につ
いて渡辺知保教授（医学系研究科）から、都市について
小池教授から、また地球規模の生物多様性について矢原
徹一教授（九州大学大学院）から、それぞれの課題と
DIAS による課題解決の方向性が示された。
　第５セッションでは、新たなニーズに対してDIAS が
どう応えることができるのか？という問いに対して、有
識者７名によるパネルディスカッションが展開された。
パネリストとして、廣木謙三氏（内閣府政策統括官付参
事官）、谷広太氏（文部科学省研究開発局推進官）、井上
孝太郎氏（科学技術振興機構上席フェロー）、福田徹氏
（宇宙航空研究開発機構地球観測研究センター長）、淡路
敏之教授（海洋研究開発機構地球情報研究センター長）、
矢原徹一教授（九州大学大学院）、そして本学から、喜
連川機構長、渡辺教授が登壇し、小池教授の司会で、地
球規模の課題とその課題解決を担うDIAS の役割と発展
性について、パネラーと会場参加者の間で活発な議論が
続いた。

パネルディスカッション

　本DIAS フォーラムについての詳しいご発表内容・詳
細は、下記URLよりご覧いただけます。
http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp/dias/symposium/
index.html

《お問い合わせ》EDITORIA 事務局
　editoria@editoria.u-tokyo.ac.jp
　内線 26132
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部部局
ニュース

部局

生産技術研究所

省エネ型都市交通システム「エコライ
ド」第二次試験車両及び実験線御披
露目式を挙行

　４月 22 日（木）、生産技術研究所千葉実験所において、
本研究所と泉陽興業株式会社、独立行政法人交通安全環
境研究所、株式会社三菱総合研究所の共催による省エネ
型都市交通システム「エコライド」の第二次試験車両及
び実験線御披露目式が挙行された。
　エコライドは遊園地のジェットコースターの技術を活
用し、軌道の高低差を利用して自然走行する世界初の画
期的な公共交通システムである。
　千葉実験所内の実験線は独立行政法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）の委託研究事業の一環
として 2008 年 11 月に敷設された。2009 年度からは経
済産業省関東経済産業局の「平成 21 年度低炭素社会に
向けた技術発掘・社会システム実証モデル事業」に引き
継がれ、この度、第二次試作車両が完成し、御披露目式
典の挙行となった。
　当日は生憎の雨模様となったものの、式典には、経済
産業省、国土交通省、千葉県、千葉県柏市、沖縄県与那
原町、財団法人鉄道総合技術研究所からのご来賓をはじ
め、100 名のご列席があり、エコライドへの関心の高さ
が窺えた。式典では、本研究所の野城智也所長の挨拶か
ら始まり、先進モビリティ研究センター長・千葉実験所
長の須田義大教授による第二次試作車両と実験コースの
説明、次いで国土交通省鉄道局技術企画課の北村不二夫
課長よりエコライド開発への期待、与那原町の古堅國雄
町長より地域への導入の期待、最後に泉陽興業の山田三
郎取締役会長よりこれまでの研究開発への思いと実社会
に貢献するエコライドを実現したいという期待について
ご挨拶をいただいた。その後、テープカットが行われ、
来賓の方々の試乗と懇談の場が持たれた。「ITS 実証実
験モデル都市」である千葉県柏市でのケーススタディの
展開などの期待の声が聞かれた。当日の様子はNHKテ
レビ首都圏ニュースやNHKラジオで報道された。

多くのご来賓が参列された中で行われた御披露目式

ご来賓の試乗で第二次試作車両の完成を祝賀

今回お披露目した第二次試作車両（手前）

部局

大学院総合文化研究科・教養学部

国際センター駒場オフィス開所式典が
挙行される

　国際センター駒場オフィスは、本年４月から、開所に
向けての準備を行ってきたが、７月から本格的にオープ
ンする運びとなった。７月１日（木）９時 30 分から駒場
Ⅰキャンパス・アドミニストレーション棟１階の新しい
オフィスの前で開所式典が挙行され、本学教職員を中心
に約 30 名が出席した。山影進総合文化研究科長及び中
埜良昭生産技術研究所副所長の挨拶、小島憲道国際セン
ター長（理事・副学長）の祝辞の後、テープカットが執
り行われた。
　国際センター駒場オフィスは、国際本部が各キャンパ
スに設けた国際センターのオフィスの１つであり、本郷
オフィス、柏オフィスとともに本学の国際交流に役立つ
オフィスを目指している。国際センター駒場オフィスは、
駒場地区の４部局（大学院総合文化研究科・教養学部、
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大学院数理科学研究科、生産技術研究所、先端科学技術
研究センター）に所属する留学生と外国人研究員に対す
るワンストップサービスの提供等を行うことを主な目的
として設立され、今後はグローバル 30の学部及び大学院
留学生（日本語能力が要求されない留学生）へのサービ
ス拠点としての役割を担うことが大いに期待されている。
　また、９月には駒場Ⅱキャンパスの連携研究棟内に国
際センター駒場オフィス／駒 II 支所がオープンするこ
とになっており、留学生だけでなく、外国人研究員への
サービスについてもさらに充実することになる。

国際センター駒場オフィス・オープニングセレモニー。左から中
野研究所長、大島利雄研究科長、小島理事（副学長）、山影研究科
長、中埜副研究所長、古城佳子オフィス長

国際センター駒場オフィス

部局

医科学研究所

「第17回東アジアシンポジウム（in台
北）」に参加

　７月１日（木）～７月２日（金）の２日間、「第 17 回東ア
ジアシンポジウム」が台湾にて開催され、東京大学医科
学研究所（以下「東大医科研」）を含む６機関（国立台
湾大学医学院生物化学分子生物学研究所、中国科学院上
海生物化学細胞生物学研究所、ソウル大学分子生物学遺
伝学研究所、韓国成均館大、京都大学ウイルス研究所、
東大医科研）が参加した。東大医科研からは教員５名、
博士課程大学院学生４名が参加し、教員はそれぞれ 20
分の口頭発表、学生は研究成果のポスター発表を行った。
　本シンポジウムは、東アジアにおける医科学分野研究
者間の交流を深め、より一層の連携を促進することを目
的としている。また同時に、若手研究者に国際的な場で

成果発表をする機会を与えることで、若手研究者育成と
いう点においても大変重要な役割を担っている。
　今回は、本シンポジウムをご支援頂いている「トミー
精工株式会社」から優秀若手発表者に贈られる恒例の
「TOMY Award」に加え、主催側からもさらに３名の
優秀若手発表者に賞が贈られた。東大医科研からは理
学系研究科博士課程３年の伊藤健太郎さんが TOMY 
Award の第２位を、新領域創成科学研究科博士課程３
年の森祐介さんが主催者からの優秀若手発表者賞を受賞
した。

参加者集合写真

部局

大学院理学系研究科・理学部

南米チリの首都サンチャゴにて東京大
学miniTAO望遠鏡完成記念式典を開
催

　南米チリ北部アタカマ砂漠、チャナントール山頂（標
高 5640m）に、標高世界一となる東京大学アタカマ 1m
望遠鏡（miniTAO 望遠鏡）が完成、観測を開始したこ
とを記念し、７月７日（水）、南米チリの首都サンチャゴ
にて、記念式典が開催された。
　miniTAO 望遠鏡は、理学系研究科附属天文学教育
研究センターを中心とした TAO（The University of 
Tokyo Atacama Observatory）研究グループがアタカ
マ砂漠の最高地点に設置した口径１ｍの赤外線望遠鏡
で、同サイトに口径 6.5m 赤外線望遠鏡を設置しようと
する計画の先駆けとなる望遠鏡である。
　式典は、東京大学、チリ科学技術庁（CONICYT）、
チリ外務省エネルギー科学技術局、在チリ日本国大使
館の４機関合同で開催され、大統領府であるモネダ宮殿
から歩いて５分の距離にある歴史的な建築物 Club de la 
Union の大広間で行われた。
　日本からは、本学より松本洋一郎理事（副学長）、山
田興一総長室顧問、相原博昭理学系副研究科長はじめ
多数の教職員、文部科学省より磯田文雄研究振興局長、
TAO計画に賛同する企業関係者などが出席、またチリ
からは、チリ科学技術庁（CONICYT）長官、チリ外務
省局長、在チリ日本国大使などが出席し、総勢約 140 名
が参加する盛大な式典となった。
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歴史的建築物の大広間で開催された式典

　厳かな雰囲気の中、松本理事（副学長）が主催者を
代表して挨拶し、吉井讓天文学教育研究センター長が
TAO計画を代表してminiTAO 望遠鏡建設までの道の
りや観測成果の紹介、将来計画である口径 6.5m の大型
赤外線望遠鏡の構想について説明し、チリの人々の友好
に対して感謝を述べた。

主催者を代表して挨拶する松本理事（副学長）

　続いて Jose Miguel Aguilera チリ科学技術庁長官より
祝辞があり、チリと日本の科学技術協力の重要性などに
ついて述べると共に、miniTAO 望遠鏡を設置している
山頂周辺を今後 50 年間科学的用地にすることを決定し
たという発表があった。
 その後、林渉在チリ日本国大使、磯田文雄文部科学省
研究振興局長、ならびに、Gabriel Rodriguez チリ外務
省エネルギー科学技術局長より、それぞれの観点からの
祝辞があり、さらにチリ共和国大統領府より、ピニェラ
大統領の祝辞のメッセージが寄せられた。
　レセプションパーティでは、チリ風にアレンジされた寿
司が振る舞われ、普段はなかなか会う機会のない日本とチ
リの関係者の間で、和気あいあいとした交流が行われた。
　今回の式典を通して、日本とチリにとってTAO計画
は重要なプロジェクトであるとの認識のもと、口径 6.5m
の TAO望遠鏡の実現に向けて両国が結束を強め、今後
さらに協力していくことを誓い合った。
　最後は、TAO計画への期待感で出席者一同の気持ち
が一つになり、盛大な拍手で式典の幕を閉じた。

miniTAO望遠鏡の紹介をする吉井センター長

画像：東京大学ＴＡＯプロジェクト提供

部局

大学院工学系研究科・工学部

山崎直子宇宙飛行士の「帰地球」報
告会が開催される

　４月５日から 20 日まで、スペースシャトルで宇宙に
行き、宇宙ステーションにも短期滞在して帰還した本学
工学系研究科修了の山崎直子宇宙飛行士の講演会（工学
系研究科主催、GCOE機械システムイノベーション国際
拠点後援）が７月８日（木）に安田講堂にて開催された。
打ち上げや大気圏再突入時でのスペースシャトル内の様
子、宇宙ステーションでの実験をはじめとする種々の作
業、無重量状態での感覚、宇宙での生活の様子など、宇
宙での貴重な体験がビデオと写真で紹介され、安田講堂
も立ち見が出るほどの大勢の方が聞き入った。「宇宙か
ら見た地球は想像以上に美しかった」、「地球が一つの生
命体に感じられた」という感想が印象的であった。講演
後の 30 分にわたる質疑応答では、宇宙での体験、医学・
生理的な面、宇宙飛行士の意識・考え方、宇宙ステーショ
ンの先にある宇宙開発のビジョンなど多方面にわたる質
問が出され大いに盛り上がった。
　なお、講演会に先立って、スペースシャトルに乗せて
宇宙に運ばれた工学部旗の返還式が行われたことも紹介
された。宇宙が近づいた１時間であった。

北森武彦工学系研究科長へ工学部旗の返還
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講演中の山崎直子宇宙飛行士

講演会の様子

部局

史料編纂所

イェール大学より、「古文書屏風」が
76年ぶりの里帰り

　７月 23 日（金）、アメリカ合衆国イェール大学より、
同大学附属のバイネキ貴重書図書館が所蔵する「古文書
貼り交ぜ屏風」が、史料修復のために史料編纂所に送ら
れてきた。
　本学はイェール大学との間で、教員・学生の交流や共
同研究・シンポジウムの実施などに関する国際交流協定
を結んでいるが、このたびの史料修復もこの国際交流の
一環として行われるものである。
　実は、今回イェール大学から送られてきた「古文書貼
り交ぜ屏風」は 76 年前に史料編纂所で作られたもので
ある。19 世紀末から 20 世紀前半にかけて、イェール大
学には、欧米における日本史研究のさきがけとなった朝
河貫一教授が在籍していた。当時の米国には日本史研究
のために必要な史料が乏しかったが、これを憂慮した朝
河教授の呼びかけに応じて、寄附活動を行った日本在住
のイェール大学卒業生たちと、彼らからの依頼を受けて
実際の史料収集にあたった東京帝国大学文学部の黒板勝
美教授（元史料編纂所長）の共同事業として、この屏風
は制作され、米国に贈られたのである。したがって、こ
のたびの修復事業は、この屏風の 76 年ぶりの「里帰り」
なのである。また、この屏風は、１世紀に及ぶ本学と

イェール大学の友好の証であるともいえる。
　二曲一双の屏風の表には、鎌倉時代に東大寺を再建し
たことで有名な重源の自筆史料をはじめ、指定文化財級
に貴重な中世・近世史料が貼られている。また屏風の芯
には、昭和初期に史料編纂所で作成された書類の反故が
再利用されている。
　厳重な梱包によって搬入された屏風は、所員たちの見
守る中、徐々に姿を現し、所内の史料修理室に運び込ま
れた。今後、１年以上をかけて屏風に貼られた史料は慎
重に研究、修理される予定である。

76 年前に巣立った玄関へ、お帰りなさい！

屏風の状態を検分する修復担当者たち
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大学院人文社会系研究科・文学部

平成 23（2011）年度　大学院人文社会系研
究科入学試験日程を発表

　７月 24 日（土）から「平成 23（2011）年度大学院人
文社会系研究科修士課程及び博士課程学生募集要項」の
配付を開始しました。日程は以下のとおりです。

【修士課程】
第一次試験（筆記試験）　　平成 23 年１月 22 日（土）
第二次試験（口述試験等）　平成 23 年２月 ８日（火）
※　現代文芸論専門分野、文化資源学研究専攻及び韓国
朝鮮文化研究専攻の第二次試験は、２月７日（月）に行
います。
※　文化資源学研究専攻については、社会人特別選抜で
の受入れ（日本人及び日本国の永住許可を得ている者に
限る）も行っています。

【博士課程】
第一次選考　論文審査等
（専門分野によっては、平成 23 年１月 22 日（土）に学
力試験を実施）
第二次選考　口述試験等　平成 23 年２月 10 日（木）
※　現代文芸論専門分野、文化資源学研究専攻及び韓国
朝鮮文化研究専攻の第二次選考は、２月９日（水）に行
います。
※　文化資源学研究専攻については、社会人特別選抜で
の受入れ（日本人及び日本国の永住許可を得ている者に
限る）も行っています。

　また、出願期間は以下のとおりです。

【修士課程】
平成 22 年 10 月 18 日（月）～ 10 月 25 日（月）
（郵送のみ受付。25 日（月）必着）

【博士課程】
平成 22 年 12 月２日（木）～ 12 月８日（水）
（直接持参又は郵送。８日（水）15：00 必着）

　募集要項の郵送を希望する場合は、封筒の表に「○○
課程学生募集要項請求」と朱書きし、郵便番号・住所・
氏名を明記して、200 円分（修・博等２部必要な場合は
240 円分）の切手を貼付した返信用封筒（角型２号）を
同封し、以下へ送付してください。

　　　〒 113-0033
　　　東京都文京区本郷７丁目３番１号
　　　東京大学大学院人文社会系研究科　事務部
　　　　　電話 03-5841-3710,3712（大学院係）

お知らせ
お知らせ
情報基盤センター

９月限定「国内の法令・判例を検索するには？」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　レポート・論文・ゼミ発表で、文献探しや文献整理に
困っていませんか？
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　９月は、新規のコース、今回限定のコースもあります。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

■ ９/14（火）13:30 ～ 14:30
電子ジャーナルで論文入手＆ RefWorks ですっきり整理

【新コース】
　これを知っていれば論文の収集・整理が効率アップ！
電子ジャーナルで論文を入手する方法と、著者名やタイ
トルなどの論文情報を各種の電子ジャーナルから文献管
理ツール「RefWorks」に取り込み、論文リストを作成
する方法を実習します。

■ ９/15（水）15:00 ～ 16:00
国内の法令・判例を検索するには？

D1-Law.com 講習会　　【9月限定コース】
　日本の法令・判例を検索できる法情報総合データベー
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ス「D1-Law.com」の講習会です。「D1-Law.com」は、
判例をピンポイントに拾い出すための検索機能を登載。
リーガル・リサーチにぜひご活用ください。
　提供元から講師をお招きします。この機会をお見逃し
無く！

■ ９/17（金）15:00 ～ 16:00
文献検索早わかり
　図書、電子ジャーナル、日本語論文（CiNii）、英語論
文（Web of Science）、新聞記事など、各種文献の探し
方を、まとめてコンパクトに解説します。

■ 9/22（水）16:00 ～ 17:00
文献リストをサクっと作成 ～ RefWorks を使うには～
　Web 版の文献管理ツール「RefWorks」の基本的な使
い方を説明します。データベースからのデータの取り込
み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習します。

■ ９/28（火）15:00 ～ 16:00
Web of Science 応用編
　＆ インパクトファクターミニ講座　　【新コース】
　全分野の主要学術雑誌に掲載された論文のデータベー
ス「Web of Science」の検索テクニックや引用分析など
便利な機能をコンパクトに解説、学術雑誌のインパクト
ファクターの調べ方も実習します。初めての方も歓迎！

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー
●参加費：無料
●予約不要　各回先着 12 名。直接ご来場ください。

月 火 水 木 金
9/13 9/14

13:30-14:30
電 子
ジ ャ ー
ナ ル ＆ 
RefWorks

9/15
15:00-16:00
法令・判例
D1 - L aw .
com

9/16 9/17
15:00-16:00
文献検索
早わかり

9/20 9/21
秘書さん向
けガイダン
ス（※）

9/22
16:00-17:00
RefWorks

9/23 9/24

9/27 9/28
15:00-16:00
Web of
Science

9/29 9/30

（※）別記事 P29「秘書さん向け“はじめての論文の探
し方”ガイダンス in 柏キャンパス」参照

●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！
　オーダーメイドの講習会を、随時承っています。（無料）
　詳細は下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

● Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
情報基盤センター

次期教育用計算機システムに関する公聴会の
お知らせ

　情報基盤センター情報メディア教育部門では、2012
年３月に導入が予定されている次期システムの計画立案
の前に、実際に当センターのシステムを利用している先
生方や、授業などを企画される方を対象に、次期教育用
計算機システムに関する要望などについてご意見を伺う
ための機会として、上記公聴会を開催することにいたし
ました。本郷・駒場の両会場で同じ内容のものを行いま
す。
　参加ご希望の方は、資料準備等の都合がありますので
必ず事前にお申し込み願います。
　１. 会場
　本郷 : ９月 16 日（木）15:00 ～ 16:00
　情報基盤センター大演習室２（１階）
　駒場 : ９月 17 日（金）15:00 ～ 16:00
　情報教育棟大演習室２（３階）
　２. 申込先
　E-mail：ecc-support * ecc.u-tokyo.ac.jp
　（* は @に置き変えて入力してください。）
　３. 申込時の記載事項
　件名：公聴会参加申込
　本文：参加会場、所属、身分、氏名、連絡先（E-mail
アドレス、電話番号）
　授業担当または分散端末管理・担当責任者の別
　特に聞きたい点（ある場合のみ）
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お知らせ
情報基盤センター

「秘書さん向け“はじめての論文の探し方”ガ
イダンス」in 柏キャンパス

　先生に頼まれた論文の検索で困っていませんか？この
機会に、論文の探し方の基本をマスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、「秘書さん
向け“はじめての論文の探し方”ガイダンス」を開催し
ます。本郷キャンパスで８月に実施したところ、「ぜひ
柏でも」とのご要望をいただき、柏キャンパスでも開催
することになりました。ぜひご参加ください。

　「文献検索は初めて」という初心者の方向けに、文献
リストの読み取り方から、電子ジャーナルで論文を入手
する方法、論文の被引用件数の調べ方などを、実際にパ
ソコンを操作しながら実習します。
　インターネット初心者の方も歓迎です。
　予約優先です。席に余裕があれば当日参加もOKです。

●対　象：
　本学にご所属の、研究補助を担当されている教職員（短
時間勤務有期雇用職員含む）が主な対象です。

●日　程：
・第１回：　９月 21 日（火） 13:00 ～ 14:00
・第２回：　９月 21 日（火） 14:30 ～ 15:30
　同じ内容で２回開催します。

●会　場：
　柏キャンパス　柏図書館１階
　ラーニングサポートサービス
（先着 24 名　事前予約の方優先）
※希望者先着 12 名まで備付 PC利用可
※持込 PC利用可（無線 LAN利用可能なもの）

●内　容：
・参考文献リストの読み取り方
・図書を探す（図書館での所蔵の有無を調べる）
・雑誌を探す（電子ジャーナルで論文を入手）
・ある著者の論文を探す（日本語論文・英語論文）
・論文の被引用回数の調べ方
　その他、リクエストに応じて説明します。

●参加費：　無料

●申込み方法：
学術情報リテラシー係宛てに、以下のメールをお送りく
ださい。（アドレスは下記参照）
Subject（件名）：　柏秘書向けガイダンス参加希望
本文：（１）参加希望時間（２）氏名（３）身分（４）

所属（５）講師への質問（６）PC持込みする／しない

●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
大学院工学系研究科・工学部

「第 25 回東京大学工学部・工学系研究科技
術発表会」開催のお知らせ

　工学部・工学系研究科では、本年度も「技術発表会」
を下記のとおり開催いたします。この発表会は技術系職
員が職務上で得た技術的知見を発表し討論を行うことに
よって、相互技術交流を活性化させることを目的として
おります。是非ご参加ください。

日時：９月 30 日（木）10:00 ～ 17:30
会場：工学部２号館　213 号講義室
参加費：無料
問合せ先：技術発表会事務局
E-mail：2010tse@tse.t.u-tokyo.ac.jp
http://www.ttc.t.u-tokyo.ac.jp/

プログラム
【開会の挨拶】　10:00 ～ 10:20

【セクション－１】　10:20 ～ 11:05
「MALT PIXE System におけるレーザーを用いたビー
ム照射位置モニターシステムの開発」
原子力国際専攻　中野忠一郎
「加速器を用いた東京大学周辺（池底質，大気粉塵）の
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環境分析－ PIXE 分析法による学生実習と技術職員の取
り組み－」　　　原子力国際専攻　伊藤誠二
「大気圧 PIXE 用電荷増幅器の開発」
　　　　システム創成学専攻　細野米市

【セクション－２】　11:15 ～ 11:45
「平成 21 年度工学系研究科技術部工作技術講習企画委員
会報告」　　　　マテリアル工学専攻　杉田洋一
「X線装置からの漏洩X線の測定」
　　　　安全管理室　大久保徹

休憩（昼食）

【特別講演】　13:00 ～ 14:00
「工学分野における教育システムと国際化について」
　　　　電気系工学専攻　保立和夫教授
　　　　（前大学院工学系研究科長 ･工学部長）

【セクション－３】　14:10 ～ 14:55
「低電圧作動が可能な避雷器の開発」
　　　　原子力国際専攻　安本勝
「予冷ターボジェットエンジンのアフターバーナ模型内
の燃焼における冷却技術と可視化技術について」
　　　　航空宇宙工学専攻　奥抜竹雄
「Ta,Ni 及び Nb 金属微粒子の凝集状態について」
　　　　マテリアル工学専攻　中村光弘

【セクション－４】　15:05 ～ 15:50
「核種データベース検索プログラムソフトの開発」
　　　　原子力専攻　石本光憲
「GPGPUを用いた PCの演算高速処理について」
　　　　システム創成学専攻　榎本昌一
「PCの構成～デスクトップ PCの組立から廃棄まで～」 
　　　　建築学専攻　田村政道

【ポスターセッション】　16:00 ～ 17:00
【表彰式・閉会挨拶】　17:15 ～ 17:30
【懇親会】　18:00 ～ 20:00（参加費 2,000 円）

お知らせ
本部入試課

各種選抜要項・募集要項等の配布のお知らせ

「大学案内 2011」及び「平成 23 年度入学者選抜
要項」の配付始まる

　「大学案内 2011」・「平成 23 年度東京大学入学者選抜
要項」が決定した。各都道府県教育委員会等に通知する
とともに「大学案内 2011」は７月 10 日（土）から、「平
成 23 年度東京大学入学者選抜要項」は７月 24 日（土）

から、本郷キャンパス（正門、赤門、広報センター（龍
岡門）、コミュニケーションセンター（赤門脇）、東大生
協（安田講堂売店、書籍部）、農学部正門）、駒場Ⅰキャ
ンパス（正門、コミュニケーションプラザ北館１階生協
購買部）で配付を開始した。
　なお、東京大学ホームページ、テレメールからも請求
することができる。
　平成 23 年度入学者選抜の実施教科・科目等は表１・２・
３のとおりである。

「平成 23 年度外国学校卒業学生募集要項」の配
付始まる

　「平成 23 年度東京大学外国学校卒業学生募集要項」が
決定し、７月１日（木）から入学志願者に対し、本郷キャ
ンパス（正門、赤門、広報センター（龍岡門））、駒場Ⅰ
キャンパス（正門）で配付を開始した。
　また、東京大学ホームページ、テレメールからも請求
することができる。
　なお、平成 23 年度の募集人員、出願資格、出願期間、
出願手続、選抜方法など、特別選考の概要は表４のとお
りである。
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お知らせ
情報基盤センター

第 72 回コンピュータ・ネットワーク利用セミナー
「Digital Contents Creation― 手軽にスライド
ショーとBGMを作ろう―」開催のお知らせ

　情報基盤センターでは、本学の教職員及び学生等を対
象として、コンピュータ・ネットワークの利用に関する
講義や本センターで提供しているサービスの紹介等、毎
回様々なテーマで講習会を開催しています。
　今回は、主に教育用計算機システム ECCS の利用者
を対象に、以下のとおり開催しますので、ご参加くださ
い。
　多数の皆様のご参加をお待ちしています。

日　時：
　10 月５日（火）14：00 ～ 16：00
会　場：
　駒場キャンパス 情報教育棟３F 中演習室３（E38）
定　員：
　約 50 名
概　要：
　ECCS2008 の iMac 端末に標準でインストールされて
いるアプリケーション“iPhoto”と“GarageBand”を
利用して、スライドショーと BGMをハンズオン形式で
制作します。
　複数のスタッフがサポートしますので、初めての方も
安心して参加できます。当日は、思い出の写真などを入
れたUSBメモリを持参してください。
　また、ECCS の端末を使用しますので、ログインでき
ることを事前に確認してください。
講　師：
　アップルジャパン（株）文教営業本部 澤 綾子 氏
参加費：
　無料 
参加申込み：
　以下の参加申込みページからお申し込みください。
　（資料等の準備の都合がありますので、事前に参加申
込みをお願いします。）
http://www.itc.u-tokyo.ac.jp/Seminar/072_20101005/

（問い合わせ先） 
　情報基盤センターコンピュータ・ネットワーク利用
　セミナー担当
　E-mail:seminar-jimu * itc.u-tokyo.ac.jp
　（* は @に置き換えて入力してください。）

お知らせ
本部最先端研究開発支援課

「最先端研究開発支援プログラム」のホーム
ページを公開しました！

　平成 21 年度にスタートした「最先端研究開発支援プ
ログラム（FIRST）」のうち、本学が研究支援担当機関
となっている５つの課題を中心に最新情報を紹介してい
くホームページを作成し公開しましたので、是非ご覧く
ださい。

【５つの課題の中心研究者】
　・喜連川 優（生産技術研究所）
　・永井 良三（大学院医学系研究科）
　・中須賀 真一（大学院工学系研究科）
　・水野 哲孝（大学院工学系研究科）
　・村山 斉（数物連携宇宙研究機構）

　「最先端研究開発支援プログラム（FIRST ＝ Funding 
Program for World-Leading Innovative R&D on 
Science and Technology の略称）」は、世界のトップを
目指した先端的研究を推進し、様々な面での我が国の中
長期的な国際競争力、底力の強化を図る目的で、平成
21 年度補正予算で国が創設したもので、その研究開発
成果は、国民及び社会への確かな還元を目的としていま
す。

（最先端研究開発支援プログラムホームページ）
http://www.u-tokyo.ac.jp/fi rst/index_j.html
本学トップページ右下のバナーからもアクセスしていた
だけます。

　　　　　　トップページ右下のバナー
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

22.7.15 菊池　かな子 大学院医学系研究科准教授
22.7.31 阿部　修 大学院医学系研究科准教授
22.7.31 BRAUN RICHARD 

ANTON
大学院経済学研究科附属日本経済国際共同研究
センター教授

(採　　用）
22.7.16 劉　海江 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科特任助教
22.7.23 大内　正己 宇宙線研究所准教授
22.8.1 山田　育穂 空間情報科学研究センター准教授
22.8.1 石川　ひろの 大学院医学系研究科准教授 滋賀医科大学医学部准教授
22.8.1 吉川　健 生産技術研究所附属サステイナブル材料国際研

究センター准教授
大阪大学大学院工学研究科助教

（昇　　任）
22.7.16 太田　匡彦 大学院法学政治学研究科教授 大学院法学政治学研究科准教授
22.7.16 芋生　憲司 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
22.7.16 大西　康夫 大学院農学生命科学研究科教授 大学院農学生命科学研究科准教授
22.7.16 斎藤　馨 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授
22.7.16 米田　美佐子 医科学研究所附属実験動物研究施設准教授 医科学研究所附属実験動物研究施設助教
22.7.16 今西　祐一 地震研究所准教授 大気海洋研究所助教
22.8.1 喜多村　和郎 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科助教
22.8.1 國松　聡 大学院医学系研究科准教授 大学院医学系研究科講師
22.8.1 唐澤　かおり 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科准教授
22.8.1 早乙女　雅博 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科准教授
22.8.1 白波瀬　佐和子 大学院人文社会系研究科教授 大学院人文社会系研究科准教授
22.8.1 荒木　徹也 大学院農学生命科学研究科准教授 大学院農学生命科学研究科講師
22.8.1 田近　英一 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院理学系研究科准教授

※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 安全なフィールドワークのために～野外活動にお

ける安全衛生管理・事故防止指針　第2版発行！～
08 オープンキャンパス2010

NEWS
11 江崎玲於奈賞受賞

一般ニュース
11 本部学生支援課

軟式野球部、東京六大学春季リーグ戦二連覇達
成

12 本部国際企画課
「第７回プレジデンツ・カウンシル本会議」の開
催

13 地球観測データ統融合連携研究機構 (EDITORIA)
第 12 回日本水大賞国際貢献賞を受賞

13 海洋アライアンス
海洋アライアンスと（財）環日本海環境協力セ
ンターとのインターンシップ協定締結

14 本部環境安全課
「安全講演会」、開催される

15 本部環境安全課
「総長による安全衛生パトロール」実施される

15 地球観測データ統融合連携研究機構 (EDITORIA)
第４回「データ統合・解析システム」(DIAS)
フォーラムを開催

部局ニュース
17 生産技術研究所

省エネ型都市交通システム「エコライド」第二
次試験車両及び実験線御披露目式を挙行

17 大学院総合文化研究科・教養学部
国際センター駒場オフィス開所式典が挙行され
る

18 医科学研究所
「第 17 回東アジアシンポジウム（in 台北）」に
参加

18 大学院理学系研究科・理学部
南米チリの首都サンチャゴにて東京大学
miniTAO望遠鏡完成記念式典を開催

19 大学院工学系研究科・工学部
山崎直子宇宙飛行士の「帰地球」報告会が開催
される

20 史料編纂所
イェール大学より、「古文書屏風」が 76年ぶり
の里帰り

コラム
22 ＰＣリユースのわ　第 10回
22 インタープリターズ・バイブル vol.37
23 ケータイからみた東大 ～東大ナビ通信～No.2
24 Crossroad　産学連携本部だより　vol.57
25 コミュニケーションセンターだより No.68
25 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第54回
26 FOREST  NOW　行動シナリオの「今」をレポート

INFORMATION
募集

27 大学院人文社会系研究科・文学部
平成 23（2011）年度　大学院人文社会系研究科入
学試験日程を発表

お知らせ
27 情報基盤センター

９月限定「国内の法令・判例を検索するには？」
ほか“情報探索ガイダンス”各種コース実施の
お知らせ

28 情報基盤センター
次期教育用計算機システムに関する公聴会のお
知らせ

29 情報基盤センター
「秘書さん向け“はじめての論文の探し方”ガイ
ダンス」in 柏キャンパス

29 大学院工学系研究科・工学部
「第 25回東京大学工学部・工学系研究科技術発
表会」開催のお知らせ

30 本部入試課
各種選抜要項・募集要項等の配布のお知らせ

36 情報基盤センター
第 72 回コンピュータ・ネットワーク利用セミ
ナー「Digital Contents Creation―手軽にスラ
イドショーと BGMを作ろう―」開催のお知ら
せ

36 本部最先端研究開発支援課
「最先端研究開発支援プログラム」のホームペー
ジを公開しました！

事務連絡
37 人事異動（教員）

淡青評論
40 学問の寄席

編 集後 記
数か月ぶりに学内広報を担当することになりました（と）です。
今月号の特集のテーマは「安全なフィールドワーク」でした。大
学での野外活動だけでなく、プライベートで海や山へ行く際も、
事故には気をつけましょうね。広報課の夏の野外活動は、オープ
ンキャンパスです。私は蚊に刺されやすい体質なのか、今年も派
手にやられました。みなさん、ハチやマムシだけではなく、蚊に
も注意！（と）

◆表紙写真◆
　オープンキャンパス風景（８ページに関連記事）
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（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
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ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。
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学問の寄席

バランスがたもたれている。聞く側は、多種多彩な芸のなかで、どれかひとつは必ず気に入った出し物
に出会えるという感じである。
　ところで、東京大学の強みは、多種多彩な学問分野をカバーしている、ということである。ただ、あ
まりに組織の規模が大きすぎるため、お隣の部局ですら、どんなところかを知ることがむずかしい。専
門分野が離れすぎてしまうと、その分野の内容を知ることはまずないといってよいが、それではあまり
にもったいない。いっそのこと、寄席形式の講演会を企画してはどうだろうか。統一のテーマはもうけ
ず、むしろできるだけバラバラの分野の人に次々と登場してもらい、自分の分野の内容をわかりやすく
はなしてもらうのである。肩の力を抜いて聞くなかで、意外なヒントが得られるかもしれない。まだ自
分の進路を決めかねている学生に、学問のおもしろさを知ってもらうこともできるかもしれない。
　「一番聞きたい授業」ではないが、学生自身に番組を組ませるのはどうだろうか。評判がよかったら、
よその地域への「出前寄席」もいいかな・・・。
　まあ、あれこれ想像はしてみるのだが、こんな乱暴な企画が実現したら、それこそキセキである。く
だらないことをいうのはヨセ、と叱られそうなので、このへんで失礼を。

高橋慎一朗（史料編纂所）

　学問のキセキ、ではなく、ヨセと読んでいただきたい。御存知のように、
寄席とは、落語や漫才、講談、曲芸などの芸人が次々と登場して、芸能
を披露するところである。寄席のいいところは、おもしろいという点は
もちろんだが、いろいろな芸を楽しめるところである。落語家は、それ
ぞれ自分の前に出たはなしと重ならないように演目に配慮するので、長
時間聞いていても飽きることがない。また、落語がいくつか続いたあと
に、「色物」とよばれる漫才やほかの芸がはさまり、全体として絶妙の
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